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「まゆ玉で鯉のぼり！」「まゆ玉で鯉のぼり！」
（ゆめおーれ勝山）（ゆめおーれ勝山）
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成24年4月末 前年比
総件数 195件 ＋20件
　人身事故
（うち高齢者）

25件
（8）

＋ 8件
（0）

　　死　者
（うち高齢者）

0人
（0）

－ 2人
（0）

　　傷　者 29人 ＋ 9人
　物損事故 170件 ＋12件編

集
後
記 5月の納税

軽自動車税▶第１期
納  期  限▶５月31日（木）
口 座 振 替▶５月28日（月）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

３月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 3 月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,334人 4 15 －11 18 38 －20 12,303人 －31人
女 13,532人 5 10 －5 18 41 －23 13,504人 －28人
合　計 25,866人 9 25 －16 36 79 －43 25,807人 －59人
世帯数 8,226世帯 8,216世帯 －10世帯

人口の動き

911 0021
25 8 1

TEL 0779 87 1920
Email ssaito@topaz.ocne.jp

911 0021
25 8 1

TEL 0779 87 1920
Email ssaito@topaz.ocne.jp

看護師募集
保健師・臨床検査技師・理学療法士・作業療法士
管理栄養士・社会福祉士も募集しています。

あなたの支えは何ですか？
私たちの支えは、
「あなた」です。

詳しくはホームページをご覧ください。詳しくはホームページをご覧ください。

「当院だけの特典」もご覧ください。
携帯からのアクセスはQRコードより

http://www.fsih.jp/http://www.fsih.jp/

社団法人  全国社会保険協会連合会

福井社会保険病院
TEL.0779-88-0350TEL.0779-88-0350お気軽にお問い合わせください（庶務課）お気軽にお問い合わせください（庶務課）

保育施設完備…子育ても安心な環境です。

選考日　6月14日・7月18日・8月6日

丸山 大
ひろ き

樹 さん（24）＝立川１＝

　この春、金沢大学を卒業後、地元に戻り市内の
繊維会社に就職された丸山さん。現在は、織物や
繊維の基礎知識を増やしており、「早く1人前に
なって、貪欲に上を目指して頑張りたい」とやる
気に満ち溢れています。
　丸山さんは、「勝山は自然が豊かで、勝山の人
が親切なのは、この自然環境のおかげなのでは」
と、勝山の魅力について語りました。
　社会人になったばかりで、なかなか自分の趣味
の時間を持つことができていないとのことです
が、早く社会人の生活に慣れて、様々なことにチャ
レンジされることを期待しています。

～今春から新社会人の仲間入り～

青春ING

写真下：4月23日に勝山商工開館で開催さ
れた新規学卒就職者激励会の様子

　

５
月
に
入
り
、
山
々
が

徐
々
に
新
緑
で
覆
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
田
植
え
も
ぼ
ち
ぼ
ち

始
ま
り
、
夜
は
カ
エ
ル
の

合
唱
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

25
日
か
ら
３
日
間
、
第

20
回
環
境
自
治
体
会
議
か

つ
や
ま
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

26
日
に
は
、
市
内
11
会

場
に
お
い
て
環
境
に
関
す

る
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
分
科

会
が
開
か
れ
、
野
向
小
学

校
で
は
環
境
教
育
に
関
す

る
市
内
小
中
学
生
の
発
表

が
あ
り
ま
す
。
勝
山
で
は

な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
大

き
な
大
会
で
す
。
お
申
し

込
み
さ
れ
た
方
は
、
忘
れ

ず
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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中
尾 

彬
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

勝
山
は
日
本
の
原
風
景
が

残
っ
て
い
て
、
自
然
も
素
晴

ら
し
く
、
い
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。

　

こ
れ
ま
で
福
井
の
そ
ば
が

１
番
お
い
し
い
と
言
っ
て
き

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
福
井
の

「
勝
山
の
」
そ
ば
が
一
番
だ
と

言
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ね
。

　

恐
竜
博
物
館
は
特
に
素
晴

ら
し
い
の
で
、「
恐
竜
を
見
た

後
は
、
お
ろ
し
そ
ば
を
」
と
、

セ
ッ
ト
で
宣
伝
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

池
波 

志
乃
さ
ん
のコ

メ
ン
ト

　

夢
に
ま
で
見
た
お
ろ
し
そ

ば
を
食
べ
ら
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　

水
が
よ
く
て
、
そ
ば
が
い

い
か
ら
お
い
し
く
て
香
り
が

い
い
で
す
ね
。
福
井
で
し
か

食
べ
ら
れ
な
い
、
よ
そ
で
は

ま
ね
で
き
な
い
味
。

　

九
頭
竜
川
の
き
れ
い
な
雪

解
け
水
の
流
れ
る
景
色
を
見

て
、
そ
ば
の
お
い
し
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。

「勝ち山おろしそば観光特使」就任式の様子

　就任式終了後、早速市内のそば屋「八助」でおろしそば
を堪能。中尾さんは4杯、池波さんは3杯を完食。
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「勝ち山おろしそば」ブランド化へ！「勝ち山おろしそば」ブランド化へ！

観光特使に観光特使に
中尾 彬・池波 志乃中尾 彬・池波 志乃

ご夫妻が就任!!ご夫妻が就任!!
　

●
〝
食
〞
か
ら

　
　
　
　

ま
ち
な
か
観
光
へ

　

勝
山
市
で
は
、
ま
ち
な
か
観
光
の
誘
客

を
図
る
た
め
の
呼
び
水
と
し
て
、
地
元
の

お
ろ
し
そ
ば
を
「
勝
ち
山
お
ろ
し
そ
ば
」

と
命
名
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
（
現
在
一
般
商

標
登
録
出
願
中
）
し
、
全
国
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
食
通
で
知
ら
れ
る
俳
優
の
中
尾

彬
さ
ん
、
池
波
志
乃
さ
ん
ご
夫
妻
を
「
勝

ち
山
お
ろ
し
そ
ば
観
光
特
使
」
と
し
て
委

嘱
し
、
テ
レ
ビ
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

４
月
13
日
に
、
夫
妻
の
観
光
特
使
就
任

式
を
行
い
、
委
嘱
状
の
他
に
、
特
使
の
名

刺
と
勝
山
産
の
シ
ル
ク
の
「
ね
じ
ね
じ
マ

フ
ラ
ー
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

●
お
ろ
し
そ
ば
を
絶
賛

　

就
任
式
終
了
後
、
お
二
人
は
早
速
市
内

の
そ
ば
店
で
お
ろ
し
そ
ば
を
堪
能
し
、「
そ

ば
も
水
も
大
根
も
、
す
べ
て
が
い
い
か
ら

う
ま
い
」
と
絶
賛
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
本
義
久
保
本
店
の
酒
蔵
、

上
袋
田
区
の
左
義
長
ま
つ
り
の
櫓
会
館
、

は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
を
見

学
。
夜
は
市
内
飲
食
関
係
の
方
々
と
の
意

見
交
換
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
次
の
日
も
越
前
大
仏
、
勝

山
城
博
物
館
、
平
泉
寺
、
ラ
ブ
リ
ー
牧
場

ミ
ル
ク
茶
屋
、
勝
山
駅
を
見
学
し
、
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

　中尾彬さん・池波志乃さんご夫妻に絶賛され
た「勝ち山おろしそば」の商標登録を現在進め
ています。
　今後さらにＰＲをしていくために、「勝ち山お
ろしそば」の提供店舗の登録申請を受け付けて
います。登録を希望される店舗の方は、登録申
請書の提出をお願いします。
１.「勝ち山おろしそば」商標使用店舗条件（下記）
• 勝山市内で収穫されたそば粉を使用すること
• そばとつなぎの割合は、そばが8割以上であ
ること
•手打ちであること
• だしにおろしを混ぜたものを、そばにかけ
て食するもの

2. 申請様式は市ホームページからダウンロード
できます

※ PRチラシ作成のため、5月30日で一旦募集を
締め切ります
・問　観光政策課（市役所2階）（☎88-8117）
　　Email　kankou@city.katsuyama.lg.jp

「勝ち山おろしそば」
提供店舗登録受付中！

（書：大六 泉嶽 氏）
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「
環
境
自
治
体
会
議
か
つ
や
ま
会
議
」

「
環
境
自
治
体
会
議
か
つ
や
ま
会
議
」

開
催
迫
る

開
催
迫
る
！！！！

　

い
よ
い
よ
「
環
境
自
治
体
会
議

か
つ
や
ま
会
議
」
が
５
月
25
日
か

ら
27
日
ま
で
の
３
日
間
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

期
間
中
は
市
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
参
加
し
ま
す
。
環
境
に
関
す

る
最
新
の
知
見
に
触
れ
る
貴
重
な

機
会
で
す
。

　

市
内
11
の
会
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
ご
と
に
実
践
発
表
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
開
催
さ
れ

る
分
科
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
著
名
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
参
加
さ
れ

必
見
で
す
。

　

一
般
市
民
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
2
階
）

（
☎
88
‐
8
1
0
4
）

【概　要】
　勝山市消費者センターが平成23年度に受け付けた
相談は、300件（苦情：213件、問い合わせ：87件）
でした。

【苦情相談（213件）の特徴】
• 年齢別で見ると、60歳以上が117件で、相談者の
54.9%を占めています。
• 商品別分類で見ると、有料出会い系サイトなどの
ワンクリック請求に関する相談が38件でトップで
した。ちなみに、平成22年度は23件で、年々増加
しています。
• 内容別で見ると、１番多いのは「強引な販売」が
74件で34.7%でした。
• 当センターが交渉など仲介することで解決した件
数は、44件でした。

【詳細事例】
　占い、ゲーム、出会い系、アダルトなどのサイト
で契約した覚えのない利用料や登録料を請求された
り、インターネットショッピングで契約した商品が
届かなかったりなどのトラブルが、年齢を問わず発

生しています。
　また、貴金属などの買い取り商法に関する相談が
増加しました。

　何かお困りごとがありましたら、お気軽にご相談
ください。早めの相談が被害を小さくします。

問　勝山市消費者センター（市役所1階）
☎88-8103

平成23年度　勝山市消費生活相談概要について

準備を進めるかつやま会議実行委員会

H19 H20 H21 H22 H23（年度）

254

201

302
285

300

0

50

100

150

200

250

300

350
（件）

消費生活相談件数推移

ゆめおーれでゆめおーれで
環境自治体会議関連イベント環境自治体会議関連イベント
5月25日（金）～ 27日（日）

◆木工芸品・手芸品の展示
◆新鮮野菜・山菜販売※

◆その他みやげ品・工作品販売※

　（※26・27日のみ）
ぜひお越

しくださ
い！
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行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎
地
区
区
長
会
長

○
地
区
区
長
会
副
会
長

☆
地
区
区
長
会
理
事

勝
山
地
区
▼

☆
元
禄
＝
斎
藤
和
之
介
、
元
町
２

＝
大
久
保
恵
秀
、
○
元
町
３
＝
和

田
次
泰
、
☆
昭
和
町
１
＝
藤
田
昌

秀
、
昭
和
町
２
＝
西
川
清
文
、
昭

和
町
３
＝
黄
倉
幸
一
、
旭
町
１
＝

松
田
幸
彦
、旭
町
２
＝
久
保
治
雄
、

☆
旭
毛
屋
町
＝
杉
俣
和
之
、
☆
立

川
町
＝
山
田
幹
男
、
上
郡
＝
久
保

勝
美
、
上
袋
田
＝
松
田
憲
之
、
☆

下
袋
田
＝
澤
田
稔
之
佑
、
上
後
＝

上
山
哲
夫
、◎
中
後
＝
杉
平
信
夫
、

下
後
＝
山
本
周
二
、
☆
上
長
渕
＝

木
村
嘉
雄
、
下
長
渕
＝
笠
松
徹
、

☆
富
田
＝
木
下
潔
、
沢
町
＝
北
山

謙
治
、
☆
芳
野
町
＝
山
川
肇
彦

猪
野
瀬
地
区
▼

猪
野
口
＝
帰
山
一
範
、
◎
若
猪
野

＝
松
山
保
雄
、高
島
＝
和
田
栄
一
、

西
高
島
＝
三
觜
博
信
、
毛
屋
＝
北

川
教
高
、
猪
野
＝
天
野
義
廣
、
○

片
瀬
＝
山
範
男
、
片
瀬
町
＝
嶋
田

一
由
、
岡
横
江
＝
米
村
誠
一

平
泉
寺
地
区
▼

◎
平
泉
寺
＝
松
田
正
道
、
赤
尾
＝

福
田
豊
彦
、
笹
尾
＝
手
塚
豊
治
、

大
渡
＝
上
山
利
幸
、
壁
倉
＝
山
田

清
治
、
○
岩
ケ
野
＝
辻
尊
志
、
大

矢
谷
＝
山
内
一
榮
、
小
矢
谷
＝
中

山
茂
治
、
神
野
＝
滝
本
幹
男
、
経

塚
＝
馬
道
茂
、
上
野
＝
市
原
進
、

池
ケ
原
＝
山
田
ひ
さ
子

村
岡
地
区
▼

○
滝
波
町
＝
川
原
茂
、
◎
郡
町
＝

中
村
善
丸
、
五
本
寺
＝
小
玉
勲
、

黒
原
＝
前
田
寿
夫
、
栃
神
谷
＝
山

岸
明
夫
、
暮
見
＝
中
村
輝
雄
、
寺

尾
＝
松
原
一
、浄
土
寺
＝
高
野
忍
、

○
長
山
町
＝
山
口
克
家

北
谷
地
区
▼

中
尾
＝
石
井
清
示
、
北
六
呂
師
＝

加
藤
英
孝
、◎
河
合
＝
斎
藤
邦
夫
、

木
根
橋
＝
小
林
信
男
、
○
小
原
＝

杉
吉
政
巳
、
谷
＝
田
中
久
明
三
、

杉
山
＝
織
田
清
三

野
向
地
区
▼

龍
谷
＝
田
中
政
男
、
竹
林
＝
吉
元

禎
、
○
聖
丸
＝
西
出
信
夫
、
深
谷

＝
西
村
誠
一
、
◎
薬
師
神
谷
＝
石

塚
善
榮
、
牛
ケ
谷
＝
清
水
嘉
夫
、

北
野
津
又
＝
小
泉
強
、
横
倉
＝
北

川
雅
敏

荒
土
地
区
▼

松
田
＝
松
村
清
雄
、
田
名
部
＝
丹

後
長
兵
衛
、
布
市
＝
平
泉
源
士
、

清
水
島
＝
南
部
英
二
、
○
北
新
在

家
＝
水
上
清
雄
、
別
所
＝
横
山
俊

一
、
境
＝
山
内
博
、
戸
倉
＝
日
谷

新
一
、
西
ケ
原
＝
乾
甚
一
、
新
道

＝
原
崎
直
人
、
◎
細
野
口
＝
下
牧

一
郎
、
○
北
宮
地
＝
石
塚
知
幸
、

堀
名
＝
石
倉
必
勝
、
中
清
水
＝
石

井
善
文
、
伊
波
＝
皿
澤
賢
一
、
妙

金
島
＝
齋
藤
治
一
、
新
保
＝
多
田

誠
、
松
ケ
崎
＝
前
田
信
夫

北
郷
地
区
▼

西
妙
金
島
＝
島
田
典
幸
、
檜
曽
谷

＝
津
田
俊
一
、◎
新
町
＝
平
井
孝
、

志
比
原
＝
竹
内
芳
昭
、
上
森
川
＝

立
平
幸
太
郎
、
下
森
川
＝
松
川
松

太
郎
、
東
野
＝
石
川
文
男
、
○
伊

知
地
＝
川
村
謙
一
、
坂
東
島
＝
松

村
健
剛
、
上
野
＝
木
下
辰
夫

鹿
谷
地
区
▼

◎
保
田
＝
牧
野
元
惠
、
西
光
寺
＝

前
川
幸
康
、
北
西
俣
＝
松
村
喜
代

榮
、
矢
戸
口
＝
長
谷
川
健
一
、
本

郷
＝
山
内
茂
生
、
西
遅
羽
口
＝
伊

藤
善
祐
、
東
遅
羽
口
＝
宇
佐
美
博

文
、
杉
俣
＝
中
廣
峯
一
、
志
田
＝

吉
田
松
男
、
発
坂
＝
嶋
田
繁
孝
、

○
保
田
出
村
＝
島
田
勝
身

遅
羽
地
区
▼

下
荒
井
区
＝
早
川
義
保
、
嵭
崎
＝

澤
田
裕
治
、
大
袋
＝
牧
野
昌
久
、

新
道
＝
仲
村
久
治
、
○
北
山
＝
斎

藤
甚
三
郎
、
蓬
生
＝
斎
藤
茂
則
、

◎
中
島
＝
伊
藤
廣
忠
、
千
代
田
＝

藤
原
広
幸
、
比
島
＝
松
山
隆
重

　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
地
区
の
方
へ

の
健
診
の
お
勧
め
、
地
区
健
康
教

室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
地
域

に
密
着
し
た
健
康
づ
く
り
活
動
を

行
う
保
健
推
進
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

勝
山
地
区
▼

向
井
す
さ
こ
、
菱
田
和
代
、
山
岸

祐
子
、
結
川
千
美
子
、
和
田
法
子
、

北
川
淑
枝
、
酒
井
藤
子
、
木
原
雪

恵
、
山
川
良
子
、
斎
藤
清
子
、
安

岡
久
美
子
、
齋
藤
富
士
子
、
山
本

信
子
、
北
川
は
る
み
、
壁
本
栄
子
、

山
本
登
志
子
、
秦
久
子
、
大
沢
芳

乃
、
山
場
玲
子
、
柴
崎
幾
子
、
柳

原
久
美
子
、
大
谷
美
知
子
、
石
畝

友
子
、
向
原
和
代
、
織
田
美
智
子
、

硲
か
つ
枝

猪
野
瀬
地
区
▼

中
村
純
子
、
伊
藤
く
る
美
、
原
田

美
樹
子
、
米
村
登
美
子
、
中
村
美

恵
子
、
中
村
廣
子

平
泉
寺
地
区
▼

平
林
孝
子
、
手
塚
須
惠
子
、
坂
井

芳
子

村
岡
地
区
▼

川
上
由
紀
子
、
玉
木
千
江
子
、
松

原
優
子
、
小
倉
し
ず
代
、
竹
内
榮

子
、
石
畝
友
紀
子
、
川
原
和
子
、

小
林
久
美
子
、
平
内
け
さ
み
、
花

田
八
重
、
田
中
美
栄
子
、
中
村
佐

和
枝
、
岸
上
美
恵
子
、
田
中
富
美

北
谷
地
区
▼

小
林
み
ち
子

野
向
地
区
▼

滝
本
和
子
、
久
保
陽
子
、
森
本
和

子
、
髙
田
は
な
子
、
吉
川
美
幸

荒
土
地
区
▼

多
田
と
し
え
、
國
本
武
子
、
木
下

ふ
み
子
、
横
山
か
お
る
、
岩
岡
惠

子
、
五
十
嵐
里
美
、
泉
川
清
子
、

石
塚
美
枝
子
、
前
田
久
江
、
島
田

静
子
、
畠
山
利
枝

北
郷
地
区
▼

稲
垣
一
穗
、
竹
内
孝
子
、
立
平
孝

子
、
石
川
智
恵
美
、
近
藤
香
代
子
、

横
井
良
子
、
木
下
加
枝

鹿
谷
地
区
▼

坪
内
美
代
子
、
田
川
時
子
、
前
川

宇
多
子
、
飯
田
真
利
子
、
石
田
弘

子
、
松
澤
佳
子
、
嶋
田
し
げ
子
、

松
村
千
壽
子

遅
羽
地
区
▼

斎
藤
美
智
子
、
牧
野
一
美
、
横
山

順
子
、
村
木
直
美
、
有
原
千
枝
子
、

松
山
智
子

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

（
☎
87
‐
０
８
８
８
）

平
成
24
年
度
の区

長
さ
ん

平
成
24
年
度
・
25
年
度

保
健
推
進
員
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  歴史・文化の匂いを残す“かつやまロマン”

　昨年11月に勝山市の玄関口である勝山駅の
駅前広場と駅西公園が完成し、今年度からは
勝山駅舎の保存活用改修工事が始まります。
　国の登録有形文化財である勝山駅舎を、創
建時（大正3年）の雰囲気を残しつつ、観光
案内や物販、鉄道ミュージアムとしての展示
機能を新たに取り入れ、人々に親しまれ、魅
力のある駅舎にします。
※ 工事は6月から始めて、約１年間かかる見
込みです
問　都市政策課（市民会館2階）

（☎88-8108）

勝山駅舎の勝山駅舎の
改修が始まります改修が始まります

～改修の基本方針～
①外観・内観
　（創建時の雰囲気を残したイメージで）
②耐震・耐雪補強
③バリアフリー化
④待合室等の再整備
　（観光案内・物品販売機能を追加）
⑤観光交流ゾーンの設置
　（市民ギャラリー、

鉄道ミュージアム空間）

勝山駅舎改修計画平面図

勝山駅舎正面からのイメージ勝山駅舎正面からのイメージ

待合室待合室駅舎ホーム駅舎ホーム

物販・観光案内物販・観光案内展示スペース展示スペース

広報かつやま5月号 №690 　　 6

長
山
公
園
区
域
を

長
山
公
園
区
域
を

　
　
　

拡
張
し
ま
す

　
　
　

拡
張
し
ま
す

〜
勝
山
市
都
市
計
画
案
の
公
表
〜

　

勝
山
市
都
市
計
画
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
都
市
公
園
区
域
と
周
辺
の
用
途
地
域
を
変

更
す
る
た
め
、
都
市
計
画
案
を
公
表
し
、
下

記
の
と
お
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

変
更
内
容
▼

　

長
山
公
園
区
域
の
拡
張
お
よ
び

周
辺
の
用
途
地
域
の
変
更

（
下
記
の
図
を
参
照
）

目　

的
▼

• 

新
体
育
館
建
設
地
周
辺
と
既
存

長
山
公
園
と
の
一
体
的
な
利
用

を
目
指
す

• 

長
山
公
園
全
体
の
整
備
を
行
う

問　

都
市
政
策
課

　
　
（
市
民
会
館
2
階
）

（
☎
88
‐
8
1
0
8
）

公
聴
会
の
お
知
ら
せ

と　

き
▼
５
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館第４

研
修
室

※ 
こ
の
都
市
計
画
案
に
関

し
、
公
聴
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、

５
月
18
日
（
金
）
午
後
５

時
ま
で
に
都
市
政
策
課
へ

書
面
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い

長山公園区域および周辺の用途地域

赤線内：現在の長山公園区域
黄線内：今回の都市計画案で拡張する区域（この区域内に新体育館を建設）

〈現　在〉 〈変更後〉
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平成24年度～平成26年度

介護保険料を介護保険料を
　　　月5,300円に　　　月5,300円に

改定します改定します

問　健康長寿課（すこやか内）（☎87-0888）

　

保
険
料
は
８
段
階
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

９
段
階
に

　

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

直
し
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
３

年
間
の
65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保

険
料
（
第
１
号
保
険
料
）
は
、
表

１
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。
県

内
市
町
の
基
準
月
額
の
平
均

5
2
6
6
円
に
対
し
、
当
市
は

5
3
0
0
円
と
、
若
干
上
回
り
ま

し
た
。

　

従
来
８
段
階
だ
っ
た
保
険
料

を
、
所
得
に
応
じ
て
、
よ
り
細
や

か
に
９
段
階
に
設
定
し
ま
し
た
。

納
期
ご
と
の
保
険
料
額
や
納
入
方

法
に
つ
い
て
は
、
７
月
中
旬
に
通

知
し
ま
す
。

　

４
月
、
６
月
、
８
月
に
支
給
さ

れ
る
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
対
象
者
に
は
、
４
月

中
旬
に
介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　　

介
護
保
険
給
付
費
の
負
担
内
訳

　

介
護
給
付
・
予
防
給
付
に
か
か

る
費
用
の
21
％
は
65
歳
以
上
の
方

の
介
護
保
険
料
で
、
同
29
％
は
40

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
の
介
護
保

険
料
（
２
号
保
険
料
）
で
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
、
給
付
費
全
体
の

50
％
を
介
護
保
険
料
で
負
担
し
て

い
ま
す
。
残
り
の
50
％
は
、
公
費

（
国
・
県
・
市
）
で
負
担
し
て
い

ま
す
。

　

２
号
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
医
療
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

第
５
次
介
護
保
険
料
の

　
　
　
　
　
　

算
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
を
上
昇
さ
せ
る
主

な
要
因
は
、
次
の
も
の
に
な
り
ま

す
。

• 

要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴

う
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加

• 

各
種
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に

よ
る
総
給
付
費
の
増
加

• 

介
護
報
酬
の
増
額
改
定

　

勝
山
市
は
高
齢
化
率
が
高
く
、

要
介
護
認
定
者
の
割
合
も
高
く
な

り
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
設

備
率
も
高
く
、
そ
の
結
果
介
護
給

付
費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
の
改
定
で
介

護
保
険
料
が
上
昇
す
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
安
定

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

表1　改定後の段階別介護保険料

保険料段階 月額保険料 年額保険料

第1段階 2,650円（基準額×0.50） 31,800円

第2段階 2,650円（基準額×0.50） 31,800円

第3段階 3,710円（基準額×0.70） 44,500円

第4段階 3,975円（基準額×0.75） 47,700円

第5段階 4,823円（基準額×0.91） 57,800円

第6段階 5,300円（基準額） 63,600円

第7段階 6,148円（基準額×1.16） 73,700円

第8段階 6,625円（基準額×1.25） 79,500円

第9段階 7,950円（基準額×1.50） 95,400円

公費
50％

65歳以上の保険料
21％

40歳以上65歳
未満の保険料
29％

介護保険の費用負担割合

0 10 20 30 40 50（％）

一人暮らし高齢者への支援

在宅の介護保険サービスの充実

健康づくり

入所施設の整備

低所得者への経済的支援

生きがいづくりの支援

その他（住みやすい住宅への支援等）

無回答

33.5

29.0

26.0

21.3

18.2

16.0

42.7

17.217.2
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（百万円）

H12

1,3771,377

1,699
1,866 1,942

2,173
2,310

H14 H16 H18 H20 H22（年度）

市に臨む高齢者施策 当市の介護保険給付費総額の推移
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「
第
５
次

「
第
５
次
勝
山
市
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

勝
山
市
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

　

勝
山
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
の
３
年
間
に
お
け
る
、
介
護
保
険
事
業
を
含
む
高
齢
者
全
般
の

福
祉
施
策
の
考
え
方
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
各
事
業
内
容
を
示

す
計
画
と
し
て
、「
第
５
次
勝
山
市
老
人
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
勝
山
市
の
介
護
保
険
の
現
状

① 

県
内
で
も
、
要
介
護
認
定
率
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
率
が
高
い

②
県
内
で
も
施
設
整
備
率
が
高
い

③ 

介
護
給
付
費
が
年
々
増
加
し
て

い
る

　

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今

回
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第
５
次
計
画
で
の

　
　

介
護
サ
ー
ビ
ス
新
規
予
定

○ 

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
施
設
の

新
設

• 

認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
所

• 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
・
ヘ
ル
パ
ー
）
事
業
所

○
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問
介
護
事

業
所
の
新
設
、
リ
ハ
ビ
リ
対
応
の

デ
イ
ケ
ア
施
設
の
定
員
増
な
ど

※ 

あ
く
ま
で
予
定
で
あ
り
、
変
更

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

（
☎
88
‐
0
8
8
8
）

９市要介護認定率（県内上位５市）
（平成23年3月末時点）

順位 保険者名 1号
被保険者数

1号
認定者数

認定率（要支援・
要介護合計）

1 勝山市 7,584 1,362 18.0％
1 小浜市 8,549 1,537 18.0％
3 敦賀市 15,315 2,732 17.8％
4 越前市 20,238 3,461 17.1％
5 大野市 10,612 1,783 16.8％

ここがポイントここがポイント
◆ 第５次計画では、介護予防に重点を置くとともに、
介護が必要な方にはそれぞれの状態に合わせた介護
サービス等の充実を図っていきます

◆ 引き続き高齢者等への見守り活動に力を入れ、安心
して暮らせるまちづくりを目指します

※ 本計画は市のホームページ、すこやか、市役所１階ロビー、各公民館、図書館等で閲覧できます

計画の基本理念『安心してくらせる長寿社会の実現』

基本目標（重点項目） 第5次計画（H24～H26）の主な取り組み

①高齢者の自立支援

○「健康長寿！一番体操教室」の拡大
○地域いきいきサポーターの養成（新規事業）
○ 自主防災組織や地区組織と連携した高齢者見守り活動
の拡大

②高齢者介護体制の充実
○在宅介護の推進
○認知症に関する普及啓発の強化
○介護サービスの充実

③高齢者総合相談・支援の充実 ○高齢者虐待の防止、早期対応
○成年後見制度の周知

④その他
• 安全・安心に暮らせるまちの実現
• 雪などの災害に強いコミュニティづくり

○医療の確保
○総合的な防災対策
○除雪に対する支援拡大
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国保
自分の身

か ら だ

体を知るために 特定健診 を受けましょう

　地震など大規模な災害時には、同時多発的に
被害が発生し、行政機関による救援には時間が
かかります。
　そこで、被害を少しでも減らすために、自分
たちの地域は自分たちで守る「自主防災組織」が、
各地区で設立されています。昨年当初は２団体
のみでしたが、現在は36団体となっています。

自主防災組織とは
　自治会などを単位とし、様々な地域活動を基
盤として、地域の安心・安全な生活を確保する
ための防災活動などを行う組織。

組織の設立・活動を支援します
◆設立事業補助金（1年目）
　　組織設立時に３万円を補助します
◆活動事業補助金（2年目以降）
　　１年ごとの活動費を補助します
1～ 50世帯（1万円）、51～ 100世帯（2万円）
101～ 200世帯（3万円）、201世帯～（5万円）
※活動事業補助金の申請締切は5月末まで
◆備品購入事業補助金
補助対象経費（防災備品の購入等）の３分
の２（上限20万円）を補助します

防災行政無線で素早い情報伝達
　現在、市民への情報伝達の手段として、
防災行政無線30基を運用しています。（昨年
度、５基（毛屋町、平泉寺、西ヶ原、上森川、
保田）増設しました）
　今年度は、さらに11基を増設する予定で、
緊急時の情報発信力を高め、災害に強いま
ちづくりを目指していきます。

問　総務課（市役所２階）（☎88-1116）

特定健診を受けて特定健診を受けて
　　生活習慣病を予防しましょう　　生活習慣病を予防しましょう

◆特定健診（40歳～ 74歳の方）
　目的：生活習慣病の早期発見や改善
◆後期高齢者健診（75歳以上の方）
　目的：健康の保持・増進のための、生活習慣

病の早期発見や重症化予防
　※ 75歳に達する年度に特定健診を受診されなかっ

た方は、後期高齢者健診の対象となります

＜健診のご案内＞
　国民健康保険加入者には、がん検診と併せて
「特定健康診査受診券」を、後期高齢者医療制
度加入者には、「後期高齢者健診のご案内」を
５月下旬までに郵送します。
　※ ５月以降の国民健康保険加入者には、受診
券が郵送されませんので、受診を希望され
る方は、健康長寿課へお申し込みください

■注意事項
・受診券には有効期間などが記載されています
ので、必ずご確認ください

・受診券が届きましたら、集団健診で受診する
か、指定の医療機関へお申し込みのうえ、受
診してください

・受診時は、「受診券」と「保険証」が必要です
・人間ドック申込者には、受診券を郵送しません
（重複受診となるため）

・問　健康長寿課（すこやか内）
（☎87-0888）

自主防災組織による除雪作業
（災害時要援護者の通路確保）

２２団体から団体から3636団体へ 団体へ ～自主防災組織が一気に増加～～自主防災組織が一気に増加～
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勝
山
市
東
日
本
大
震
災
救
援
寄
附
金

平
成
平
成
2323
年
度
の
活
用
状
況

年
度
の
活
用
状
況

　

皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
勝
山
市
東
日
本
大
震
災
救

援
寄
附
金
」
は
、
３
月
31
日
現
在
で
約
７
８
０
万
円
集
ま

り
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
へ
の
救
援
活
動
費
や
、
被
災
地

か
ら
市
内
に
一
時
避
難
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
費
の
一
部
と

し
て
活
用
し
ま
し
た
。

寄附金が活用された主な活動内容

活動項目 活動期間・内容

物資輸送

4/1～ 4/25
毛布、水、乾パン、マスク、紙お
むつ、生理用品、野菜、果物等を
陸前高田市に輸送

福祉避難所
「生出炭の家
託老所」の
運営支援

4/5～ 4/30
市職員37人、介護ヘルパー25人、
ボランティア８人を陸前高田市に
派遣し、福祉避難所を運営

被災地児童の
受け入れ

8/2～ 8/5
陸前高田市立広田小学校児童６人
と平泉寺小学校児童が交流

市民ボランティア
の派遣

8/20～ 8/24
市民ボランティア23人を陸前高
田市に派遣し、がれき撤去作業等
を実施

陸前高田市以外
への市職員・
市保健師の派遣

4/3～ 4/8
市職員１人を被災家屋調査のため
千葉県浦安市に派遣
4/21～ 5/10
市保健師2人を宮城県山元町に
派遣

被災地物品の
販売

勝山左義長まつりなど、各種イベ
ントで被災地の物品等を販売

受入被災者支援 児童・生徒の学用品、通学用品購
入等の助成、見舞金の支給

※ 市ではこれらの寄附金を活用した活動のほかに、緊急
消防援助隊の派遣や救援物資の運搬などを行いました

 

お
知
ら
せ

　

勝
山
市
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
実

行
委
員
会
で
は
、
７
月
下
旬
か
ら
８
月

上
旬
に
か
け
て
、
被
災
地
の
小
学
生
を

受
け
入
れ
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
も
受
け
入
れ
た
岩

手
県
陸
前
高
田
市
の
小
学
生
の
ほ
か

に
、
福
島
県
の
南
相
馬
市
、
浪
江
町
の

小
学
生
も
受
け
入
れ
、
市
内
の
小
学
生

と
一
緒
に
外
で
遊
び
、
勝
山
市
の
豊
か

な
自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

（平成24年3月31日現在）

 受 付 件 数 　239件
 寄附金総額 　779万2,395円

陸前高田市でのがれきの撤去作業

陸前高田市の児童を招待（そば打ち体験）

た
く
さ
ん
の
寄
附
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

引き続き寄附金を募集します！

　今年度も被災地の復興活動や被災地の子
どもたちとの交流活動を行いますので、引
き続き皆さまからの寄附をお願いします。
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教
育
会
館
の
耐
震
補
強
工
事
に
伴
う

　
　
　

会
館
内
事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て

　

6
月
か
ら
平
成
25
年
1
月
下
旬
ま
で
、
教
育
会
館
は
耐
震

補
強
・
改
修
工
事
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間
、
教

育
委
員
会
、
勝
山
公
民
館
、
勝
山
地
区
社
協
の
各
事
務
所
は
、

会
館
内
ホ
ー
ル
に
移
転
し
ま
す
。
ご
用
の
方
は
、
下
記
の
仮

設
出
入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

移
転
期
間
▼
6
月
上
旬
〜
11
月
下
旬
（
予
定
）

問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会
館
2
階
）（
☎
88
‐
8
1
1
1
）

↑
大
蓮
寺
川

通
常
出
入
口

（
使
用
禁
止
）

教育会館

ホール

仮設出入口

中央公園

市民会館

市 役 所

こんにちは！市民活動ネットワークですこんにちは！市民活動ネットワークです

遊音ドレミ工房
　音楽好きな者が集まり、市民活動センターで月1
回の定例ライブを行っています。また、様々なイ
ベントにも出演しています。
　昨年から、会の名称を「ドレミ音楽舎」から「遊
音ドレミ工房」と改め、今年度は勝山社会教育関
係団体に認定されました。
　これからも、より広く多くの方に音楽を楽しん
でいただけるような企画をしていきます。

チャマゴンアマチュアLIVEフェス
～かっちゃま　けいおん夏の陣～

と　き▶７月８日（日）　午後１時～
ところ▶市民会館　大ホール
申込締切▶６月３日（日）
※ 気軽にステージ発表ができますので、興味があ
る方はぜひお申し込みください

問　小林（☎090-3291-5441）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

勝
山
市
嘱
託
職
員
募
集

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川

２
０
１
２

　

こ
の
夏
、
勝
山
市
の
友
好
都
市

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ア
ス
ペ
ン
市

か
ら
、
中
・
高
校
生
が
勝
山
市
を

訪
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
彼
ら
の
受
け
入
れ
を

し
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期　

間
▼
７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬

（
約
10
日
間
）

申
込
締
切
▼
６
月
４
日
（
月
）

事
業
説
明
会

　

と　

き
▼
５
月
29
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜

　

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館

視
聴
覚
研
修
室

 
・
問　

か
つ
や
ま
ア
ス
ペ
ン
ク

ラ
ブ
（
市
役
所
２
階
、
未
来
創

造
課
内
） （
☎
88
‐
１
１
１
５
）

募
集
人
員
▼
学
芸
員　

１
人

勤
務
先
▼
白
山
平
泉
寺

歴
史
探
遊
館
「
ま
ほ
ろ
ば
」

雇
用
予
定
日
▼
７
月
２
日
（
月
）

申
込
締
切
▼
５
月
30
日
（
水
）

※ 

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
左
記
ま
で

 
・
問　

史
蹟
整
備
課
（
教
育
会

館
２
階
） （
☎
88
‐
８
１
１
３
）

と　

き
▼
５
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
７
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
九
頭
竜
川
流
域

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で

問　
（
公
）
勝
山
青
年
会
議
所

（
☎
87
‐
2
0
3
0
）

多額の寄附を多額の寄附を
ありがとうございますありがとうございます

　4月24日（火）、同月8日に亡くな
られた元市議会議員の廣田與三次
郎氏のご家族が市役所を訪れ、「勝
山市の活性化のために使ってくだ
さい」と、勝山市に100万円を寄附
されました。

寄附金を手渡す廣田元議員の妻千代子
さん（写真左）と、息子の栄治さん（同
中央）
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ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
応
援
！

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
応
援
！

〜
勝
山
市
商
業
地
域
等
出
店
促
進
事
業
補
助
金
〜

　

商
業
地
域
等
へ
の
出
店
を
推
進
し
、
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
市
で
は
、
空
き
地
や
空
き

家
を
活
用
し
て
新
た
に
商
業
施
設
を
出
店
・
営
業
を

行
う
事
業
者
に
対
し
、
施
設
の
開
設
お
よ
び
土
地
・

建
物
の
賃
借
料
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
度
こ
の
支
援
を
受
け
て
出
店
さ
れ

た
店
舗
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問　

商
工
観
光
課
（
市
役
所
2
階
）

☎
88
‐
8
1
0
5

勝山市商業地域等出店促進事業補助金
区　　分 補助率・補助限度額

店舗改修等
工事費

◆本町通り沿線地域
　補助対象経費の3分の2以内（上限200万円）
　※歴史的まちなみ景観創出事業を併用すること
◆上記以外の地域
　補助対象経費の2分の1以内
　（上限100万円、元禄線沿線は上限200万円）

賃借料

◆本町通り沿線地域
　補助対象経費の3分の2以内（上限5万円／月）
◆上記以外の地域
　補助対象経費の2分の1以内（上限5万円／月）

※ 事前に勝山商工会議所で創業の指導を受け、推薦を得るこ
とが必要です

『DOG　SALON　wing』
（ペット美容室・ホテル）＝長山町１＝

『なんじゃ！マンジャー！』
（居酒屋）＝本町１＝

飼い主様のご希望に合わせて、わんちゃんを可
愛く清潔に、快適に過ごしていただけるように
お世話させていただきます。自宅サロンなので、

お客様一人ひとりとのコミュニケーションを大切にし、小さく
てもあたたかいお店を目指しています。

勝山の素材を活かしたイタリア料理を基本とし
て、和食や中華も盛り込んで料理を提供します。
店内は大画面のディスプレイで洋楽やスポーツ

番組を流し、お客様が１人でご来店されても楽しめるお店、洋
楽が楽しめるお店づくりを目指しています。

店主からの
コメント

店主からの
コメント

「
地
の
も
ん
マ
ー
ク
」
が
完
成
！

「
地
の
も
ん
マ
ー
ク
」
が
完
成
！

　

勝
山
の
農
林
水
産
物
の
振
興
や
、
地
産
地
消
の
推

進
の
た
め
に「
地
の
も
ん
」マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、か
つ
や
ま
〝
地
の
も
ん
〞
推
進
店
（
現

在
37
件
が
認
定
済
）
を
中
心
に
、
勝
山
産
の
農
林
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

問　

農
林
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
8
1
0
6このマークは、「恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク」

のロゴマーク作成者、横山雄樹さんが制作し、同
ロゴマークを活用したものとなっています

空

大地や樹木をイ
メージする緑色
は、農産物と林
産物の象徴

川（水）をイメー
ジする青色は、
水産物の象徴

雲
（入道雲とご飯）

川
（川と箸）
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白
山
平
泉
寺
長
吏
職
を

　
　

奪
い
合
う
青し
ょ
う
れ
い
い
ん

蓮
院
と

梨な
し
も
と
ぼ
う

本
坊（
三
千
坊
）

（139）

　

白
山
平
泉
寺
（
白
山
社
）
は
、
藤
島
荘
・

池
田
庄
・
鮎
川
庄
な
ど
の
荘
園
を
持
っ
て

い
た
た
め
、
末
寺
に
し
て
経
済
基
盤
の
確

立
を
図
ろ
う
と
し
た
の
は
、
延
暦
寺
と

園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺（
三
井
寺
）で
あ
っ
た
。
院
政
期
は
、

白
河
上
皇
の
治
世
か
ら
百
年
ほ
ど
の
間
を

さ
す
が
、
平
清
盛
が
権
力
を
掌
握
す
る
前

の
鳥
羽
院
政
期
の
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）

の
こ
と
で
あ
る
。『
本ほ
ん
ち
ょ
う
せ
い
き

朝
世
紀
』
の
四
月

十
三
日
条
に
よ
る
と
、
延
暦
寺
の
僧そ
う
ご
う綱
・

已い
こ
う講
な
ど
が
僧
兵
（
下
級
僧
侶
）
を
率
い

て
鳥
羽
法
皇
の
御
所
に
強
訴
し
た
。
そ
の

内
容
は
、「
越
前
国
白
山
社
を
以
て
、
延

暦
寺
末
寺
た
る
べ
き
の
由
、
宣せ
ん
じ旨
を
下
さ

る
べ
き
の
由
訴
え
申
す
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
当
時
の
白
山
社
は
、「
叡
山
末

寺
に
非
ず
。
園
城
寺
長
吏
覚か
く
そ
う宗
執
行
す
る

所
」で
あ
っ

た
。
強
訴

の
理
由
は
、

平ひ
ら
し
み
ず

清
水（
今

の
平
泉
寺
）

の
住
僧
が
、

覚
宗
僧
正

の
苛
酷
な

年
貢
や
公

事
に
耐
え

か
ね
て
い

る
た
め
、
覚
宗
の
社
務
を
停
止
す
る
と
い

う
宣
旨
を
鳥
羽
法
皇
に
求
め
た
の
で
あ
っ

た
。

　

延
暦
寺
は
、
平
泉
寺
を
末
寺
に
す
る
と
、

坊
院
の
間
で
内
部
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
白
山
平
泉
寺
長
吏
職
を
め

ぐ
る
争
い
で
、
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
台
座
主
は
、
延
暦

寺
貫
主
で
あ
り
天
台
宗
を
総
監
す
る
職
で

あ
る
が
、
そ
の
職
に
つ
い
た
有
力
な
院
坊

に
青
蓮
院
と
梨
本
坊
（
三
千
院
ま
た
は

円え
ん
ゆ
う
ぼ
う

融
坊
と
も
言
う
）
が
あ
っ
た
。
皇
族
や

貴
族
の
子
弟
が
住
職
に
つ
い
た
た
め
、
門

跡
寺
院
と
呼
ば
れ
た
。
当
時
の
青
蓮
院
の

も
と
に
は
、
十
五
か
国
に
無む
ど
う
じ

動
寺
を
は
じ

め
と
す
る
寺
坊
と
広
大
な
荘
園
が
あ
っ

た
。
青
蓮
院
と
梨
本
坊
（
三
千
坊
）
は
、

白
山
平
泉
寺
長
吏
の
実じ
っ
せ
ん暹
の
解
職
を
め
ぐ

り
、
紛
争
を
繰
り
広
げ
た
。
青
蓮
院
門
跡

は
解
職
に
反
対
し
て
、
叡
山
の
衆
徒
を
下

山
さ
せ
て
抵
抗
し
、
後
鳥
羽
上
皇
の
院
宣

で
実
暹
は
長
吏
職
に
と
ど
ま
っ
た
。
実
暹

は
、
安や
す
は
ら原
と
い
う
名
字
を
も
つ
（
福
井
市

安
原
町
に
拠
点
が
あ
る
）
河
合
斎
藤
氏
の

末ま
つ
え
い裔
で
、
源
平
の
戦
い
の
斎さ
い
め
い命
は
叔
父
で

あ
る
。

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野　

光
臣

参
考
文
献
「
比
叡
山
史
」「
白
山
神
社
史
」

「中学生の本当に
正しい勉強法」

「せんをたどって
　　がっこうへ

いこう」

「子どもを蝕む
空虚な日本語」

児保　章亮／著
エール出版社

ローラ・ユンクビスト／作
講談社

齋藤　浩／著
草思社

本当の基礎力は、中学校の勉強で決まる！　
中学校で成績を上げたい人、勉強をイチか
らやり直したい人に、「ホンモノの基礎力」
の磨き方を教える。勉強の心構え、心の
教養を身につけることの大切さも説く。

ひとふで描きの線をたどって、学校へ
行こう。教室、理科室、図書室、図
工室、食堂、昼休みの校庭、音楽室…。
学校の１日をひとふで描きのイラストを
交えて紹介する絵本。

確かな言葉こそ、子どもの一生の宝になる。
「マジ、ウザい」「ヤバくね」などの危ない
言葉が子どもたちの「表現力」を奪い、「考
える力」を麻痺させている今、親と教師は何
をすべきか。小学校の現場からの緊急提言。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書

京都の観光地である青蓮院や大原の
三千院は当時、平泉寺を末寺としていた

便利なサービスをぜひご利用ください！
◆他の図書館からの借り受け
　当館に所蔵のない本は、他の図書館から借り
受けることができます。
　県内のどこの図書館にあるかを調べるには、
当館ホームページ「福井県内図書館総合目録（横
断検索）」をご覧ください。

◆県立図書館図書を返却できます
　また、福井県立図書館で借りた本は、当館に
返却することで当館から県立図書館へ返却する
ことができます。

問　市立図書館（☎88-6000）
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今
年
も
歴
史
あ
る
市
が
始
ま
り
ま
し
た

平
泉
寺
の
大
門
市
が
開
市

■
４
月
20
日　

平
泉
寺
精
進
坂
下

豪
華
絢
爛
な
お
茶
会

勝
山
城
清
明
茶
会
開
か
れ
る

■
４
月
22
日　

勝
山
城
博
物
館

新
体
育
館
整
備
と
長
山
公
園
の
区
域
変
更

新
体
育
館
整
備
基
本
計
画
市
民
説
明
会

■
４
月
25
日　

教
育
会
館

　約千年の歴史があるといわれる平泉寺
大門市の開市にあたり、安全と繁盛の祈
願祭が行われました。その後市が始まり、
さっそく次々と地場産の野菜を買い求め
るお客さんが来ていました。

　勝山城博物館の開館20周年を記念した
清明茶会が盛大に開かれ、大勢の人で賑
わいました。今年は京都から舞妓さんも
参加し、華やかさにさらなる彩りを添え
ていました。

　このほど策定しました新体育館整備基
本計画の概要と、これに伴う長山公園の
都市計画区域の変更について市民説明会
を開催しました。

豪
快
ま
と
い
リ
レ
ー

走
り
や
ん
こ
開
催
さ
れ
る

■
４
月
13
日　

勝
山
地
区

ユ
ネ
ス
コ
前
事
務
局
長　

松
浦
晃
一
郎
氏
講
演
会

白
山・平
泉
寺
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
助
言

■
４
月
17
日　

勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　春季消防訓練が実施され、その後に毎
年恒例の走りやんこが行われました。市
内12分団が2組に分かれ、本町3丁目の上
後区櫓会館をスタートし、ゴールの長山
公園までまといをリレーしました。

　ユネスコ前事務局長の松浦晃一郎氏が
「世界遺産の現状と将来～白山・平泉寺の
世界遺産登録に向けて～」の題名で講演
会を行い、市民および関係者200人が参加
されました。
　松浦氏は公演終了後に山岸市長と対談
し、世界遺産登録に向けた活動内容など
について意見交換を行いました。


